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研究成果の概要（和文）：医療者からの声掛け（社会的報酬）と脳血管疾患にてリハビリテーション訓練を受け
る患者の意欲（動機づけ）との関係を臨床調査にて検証し，「自己主体感」「自己決定感」「自己効力感」と意
欲との関係性に焦点を絞った．患者50名の調査から，「自己主体感」「自己決定感」が意欲に影響を与えること
と，意欲とリハビリテーション訓練効果の１つであるFIM得点との関係を明らかにした．さらに患者の自己主体
感を高めるためには医療者の「行為主体を患者に帰属させる」関わりが重要であることを見出し，実験にて被験
者の自己主体感に働きかける変数の検討材料を得た．今後，運動学習効果に対する自己主体感の影響を実験研究
にて検証していく．

研究成果の概要（英文）：This  study examined the relationship between social reward from health 
professionals and motivation for rehabilitation of patients with cerebrovascular disease through a 
survey within clinical settings. The study focused on the relationship between self-agency, 
self-determination, self-efficacy, and motivation. A survey was conducted in 50 patients. 
Self-agency and self-determination had an impact on patients’ motivation for rehabilitation. The 
relationship between motivation for rehabilitation and FIM scores  was elucidated. FIM score was an 
index of rehabilitation effects. This study suggests that to increase self-agency, it is important 
for health professionals to interact with patients in a way that the relevant rehabilitative act 
unfolds for the patient as an agency. These findings provided a direction to investigate variables 
related to self-agency during relevant experiments. Going forward, we will validate the impact of 
self-agency on the effects of motor learning.

研究分野： 感性工学　リハビリテーション看護学

キーワード： 動機づけ　自己主体感　自己決定感　自己効力感

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回得られた患者の意欲に影響を及ぼす要因は，心理学の動機づけ理論である自己決定理論や達成動機づけ理
論，自己効力感などで説明することができる．このことは実際の臨床の場面においても，意欲という現象が普遍
的なヒトの心理の働きの上に成り立つことを示し，自己主体感への介入が意欲生起に効果的である可能性が成果
として得られた．さらに，近年急速に測定技術が進歩を遂げている脳神経科学分野の知見を合わせて検証してい
くことで，臨床の経験則から得られた知（意欲を持たせる言葉がけ等）を科学的に検証された知識・技術とし
て，必要とする患者に効果的に提供できるようになることを目指す．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 我々は，“患者がどのような環境や医療者との関係があればもっとも効率よくリハビリテーシ
ョン効果を得ることができるのか”についての示唆を得たいと考えている．そして感性の惹起
因子になり得る“ポジティブな情動”とそこから生起される意欲をターゲットとすることが，
実際の臨床現場に還元できる結果を得るうえで重要であると考える．ボジティブな情動を引き
起こす因子の 1 つに報酬がある．脳内報酬系をターゲットにした研究では，動物モデルでは主
に食物が，ヒトにおいては金銭が報酬系を賦活する刺激として用いられるが，実際の臨床現場
において金銭をリハビリテーションの意欲保持に使うことは倫理等さまざまな問題があり難し
い．しかし最近，ヒトを用いた研究で金銭による報酬と社会的報酬（被験者本人への高評価）
のどちらでも類似した脳内報酬系の働きがあることが分かり（Izuma ら, Neuron, 2008），ヒ
トにおいては社会的報酬が報酬系の賦活因子として十分に使用できることが示唆された．また，
報酬がリハビリテーション効果の 1 つである運動学習効果にどのような影響を与えるのかを行
動学的に解析した研究では（Abe ら，Curr Biol, 2011），金銭的報酬はトレーニング後の運動
記憶が固定される期間を通して記憶の長期増強効果を改善させることを示した．このことは，
報酬による運動学習効果が，単に被験者が報酬を得ようとしてトレーニング回数を増やしたこ
とが原因なのではなく，記憶の保持と固定のメカニズムに何らかの影響を与えていることを示
唆する．こうした先行研究の知見を踏まえ，社会的報酬がリハビリテーションを受ける患者の
意欲とリハビリテーション効果（運動学習効果）に与える影響について検討することとした． 
 
２．研究の目的 
１）リハビリテーションに関わる医療者にとって，患者自身の回復への意欲の強さがその後の
身体機能の改善に大きく影響することは周知の事実である．意欲は動機づけと呼ばれ，自律的
に継続して行動していくためには内的動機づけの生起が大切だとされている．内的動機づけの
生起には「自己決定感」や「自己主体感」，「自己効力感」などの主観が関連すると考えられる
がその詳細は不明な点が多い．そこで，これらの主観と意欲（内的動機づけ）との関係，およ
び ADL 回復状況への影響を検討する目的で質問紙調査を実施した． 
 
２）脳卒中リハビリテーションを受ける患者にとって，回復への意欲低下は効果的治療遂行の
重大な阻害要因である．意欲生起には様々な要因が関係し，自己主体感もその 1 つと考えられ
ているものの不明な点が多い．そこで今回，脳血管疾患にてリハビリテーションを受ける患者
の意欲と自己主体感，および自己主体感を高めるための看護師の関わりについてのそれぞれの
影響を検討する目的で本研究を実施した． 
 
３．研究の方法 
１）2017 年 5 月～2018 年 1 月，A 大学附属病院にてリハビリテーション目的で入院中の脳血
管障害患者に対して研究協力の説明を行い，同意の得られた 27 名を調査対象とした．調査項
目として「自己決定感」「自己主体感」「自己効力感」に加え「意欲」を測定するためのそれぞ
れの尺度と，基本属性および ADL 回復状況を示す FIM 得点（入院時・入院１か月時点）を用
いた．FIM 得点は患者間での比較ができるよう，入院時に対する入院 1 か月時点での改善率
（FIM 改善率）を算出した．各調査項目の信頼性の確認には Cronbach α 係数を算出し，それ
ぞれの項目間の関係をPearsonの相関係数またはSpearmanの順位相関係数を用いて分析した．
統計解析には SPSS Statistics 21 (IBM 社)を用いた．  
 
２）2017 年 8 月～2018 年 9 月，A 大学附属病院にてリハビリテーション目的で入院中の脳血
管障害患者に対して研究協力の説明を行い，同意の得られた 25 名を対象とした．調査項目と
して「自己主体感」および「意欲」の尺度（embodied sense of self scale，やる気スコア），基
本属性，看護師による主体性へのサポートを調査する 7 項目の質問を用いた．サポート 7 項目
の構造を分析した後（最尤法・プロマックス回転），各因子と自己主体感，やる気スコアの関係
をピアソン積率相関係数で判定した．各因子が自己主体感を介して意欲に影響するというモデ
ルを検証するために共分散構造分析を行った．適合度判定には χ2 値，RMSER，CFI を採用し
た．分析には， IBM 社製 SPSS ver24.0 及び Amos25 を使用した．  
 
４．研究成果 
１）「意欲」と「FIM 得点
改善率（入院 1 か月時点）」
との間には正の相関（r = 
0.57, p＜0.05）が示され，
さらに「自己主体感」と「意
欲」（r = 0.54, p＜0.01），
「自己主体感」と「自己決
定感」（r = 0.49， p＜0.01）
との間には強い正の相関



が認められた．また，「自己効力感」と「自己主体感」 （r = 0.50, p＜0.05） ，「意欲」 （r = 
0.47, p＜0.05）との間にも正の相関が認められた（表１）．「意欲」は社会的報酬（褒められる
等）と関連し，先行研究によって社会的報酬はリハビリテーション効果の 1 側面である運動学
習効果に良い影響を与えることが実験的に確かめられている．本研究では，実際の臨床現場で
リハビリテーション治療を受ける脳血管疾患患者においても意欲とリハビリテーション効果の
ポジティブな関連性があることを示唆した．また近年，「自己決定感」と運動学習効果との関連
を検討した先行研究（Murayama ら,Cereb Cortex, 2015）や，「自己主体感」と運動学習との
関係を焦点とした研究（Bolognini ら, Neuroscience, 2015）も増えつつある．今回，「自己決
定感」と「自己主体感」，さらに「自己主体感」と「意欲」との間の相関関係が示されたが，今
後さらに詳しく分析していくためには，これらの因果関係や ADL 回復状況への影響度を検討
していくことが必要である． 
 
２）因子分析により，主体性へのサポートは「治療に対する適切な説明」「行為主体を患者に帰
属させる関わり」の 2 因子（表 2）が抽出された．続いて，主体性へのサポートが自己主体感
を介して意欲に影響を与えるというモデルを立てて検証した結果，有意差が示された関係は，
「行為主体を患者に帰属させる関わり」から自己主体感（パス係数＝‐0.83，決定係数 R2＝
0.83，p<0.001）と自己主体感から意欲（パス係数＝0.83，決定係数 R2＝0.44，p<0.01）であ
った（図 1）．看護師の「行為主体を患者に帰属させる関わり」が，患者の自己主体感と意欲に
好影響を与える可能性を示した．脳血管疾患にてリハビリテーションを受ける患者の意欲に介
入することは予後の改善に向けて重要である．本研究で得られた示唆は，看護師による患者の
意欲への介入に対する 1 つのエビデンスとなると期待できる． 
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